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前向きに挑戦する福井の企業を応援します
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採用活動最前線

＜大橋氏のコメント２＞
　福井大学工学部の福井県出身学生のデー
タや、北陸の地元就職希望率の割合データ
を見てお分かりのように、多くの学生が地
元で就職したいと考えているのは事実で
す。「できたら福井で就職したい」と地元
愛がある。理由はそれぞれあるものの、「親
と住みたい」「友達と近くにいたい」「生活
のレベルを下げたくない」といった意見が
多いです。保守的とも取れますが、本学の
学生に関していうと真面目で堅実です。ま
た、全国に比べて中堅・中小企業に就職す
ることへの意識が高いことも北陸地域の特徴です。「やりがいのある仕事であれば中
堅・中小企業でもよい」と半数の学生が思っているとデータにも出ています。
　このように、県内の中小企業がしっかりと自社の魅力を情報発信すれば、地元で良
い就職先を探す学生とマッチングする可能性は十分あります。発信といっても求人票
を大学に提出するだけでは十分ではありません。現在はすべてデータベース化されま
すから、検索でヒットしない限り学生の目に触れることはありません。福井大学とし
ては、一歩踏み込んで、通年開催している学内個別企業説明会の開催を推奨していま
す。ポスター掲示やメールでの案内によりPR度が格段に違います。求人の相談につ
きましては、どうぞお気軽に就職支援室にお越しください。

採用活動最前線
～さまざまな角度から働く魅力を発信～

“企業は人”ほとんどの企業がより優秀な人材を求めていることと
思われます。2017年卒の採用活動もいよいよ終盤戦を迎えた今、来
年度に向け、目標を新たにしている読者企業の経営者、採用担当者
も少なくないのではないでしょうか？
少子高齢化などの影響で就業者人口が減りつつある現代。企業の採
用意欲は高く、いわゆる学生有利の「売り手市場」が続いています。
そのような状況の中、さまざまな取り組みや体制作りで企業の魅力
を伝え発信し、良い人材を確保している県内企業があります。今回
の特集では、時流をくみ取った考えや手法で採用活動に取り組む企
業の取り組みをご紹介します。

回答数 地元就職希望
全体 7,058 52.6％
富山県 78 61.5％
石川県 67 62.7％
福井県 54 53.7％
愛知県 474 74.9％
東京都 736 88.0％

世の中の状況に合わせ、年々変化し続ける企業の採用活動事情。地方の中小企業にとって、これまでと同じやり方で採用
活動を続けて行くだけでは、優秀な人材確保が難しくなってきていることが見えてきました。ここではイントロダクショ
ンとして、企業の採用活動にまつわるさまざまなデータを福井大学就職支援室長の大橋祐之氏の解説を交えご紹介します。

データを福井大学就職支援室が解説
『県内中小企業　採用活動の現実は？』

株式会社マイナビが大学生に対して調査を
行い、卒業した高校のある都道府県（地元
都道府県）と、最も就職したい都道府県と
の比較を行ったもの。
関東地域についてみると、東京都出身者は
地元就職希望率が非常に高い（88.0%）が、
周辺の千葉（24.4%）、埼玉（24.8%）、栃木

（32.1%）ではかなり低い割合となっている。
東海地域でも愛知（74.9%）以外の県の地
元就職希望率は低い。一方、北陸について
は 3 県とも地元就職希望が 5 割を超え、全
行的にみても地方圏の中では例外的な高さ
となっている。
※データ考察参考：（一財）北陸産業活性化センター 
「北陸地域における中小企業の雇用に関する調査及
び研究」より

地元就職希望の割合

2015年春に卒業した大学生の就職率（就
職希望者に対する就職者の割合）は96.7
％。 4 年連続で改善され、リーマン・シ
ョック前（2008年春卒業）とほぼ同じ水
準にまで回復している状況。

2015年大卒者の就職率

96.7%

経団連の採用スケジュールが 2 年続けて変更になり、選考開始時期（大学
生への面接の解禁）が昨年の 8 月 1 日から 6 月 1 日に前倒しされた。会社
説明会の解禁が昨年と同じ 3 月だったため、説明会開始から面接までの期
間が 3 カ月に短縮され、短期決戦となっている。

2017年卒の就職活動スケジュール
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＜大橋氏のコメント１＞
　 4年連続で就職率が改善し、学生有利のいわゆる「売り手市場」が続いています。学生にとって、世の中全体として
は大手企業優先の就職活動になっていると言え、県内の中小企業にとっては決して楽な状況ではありません。それに加え
て、学生に自社をPRできる期間が 3カ月と短くなることが影響し、大手企業と選考スケジュールが重なる可能性もあり、
選考中の辞退などもあり得る状況です。さらに、都市部に出ている県内出身の学生（Ｕターン組）が活動できる時間の制
約などもあり、これまで以上に獲得が難しくなってきています。今年県内で行われた合同説明会では、例年より都市圏の
有名大学の学生が少なかったように見受けられました。
　こちらの表は、昨年工学部を卒業した学生の出身地と就職先の地域を一覧にしたものです。ご覧の通り 3割強が中京
地区の出身です。彼らの就職先を見てみると、出身地の中京地区は当然のこと、関東地区など都市部に多くが就職し、本
県にはあまり残っていないのが実情です。さらに、これまでに比べてここ数年、中京地域の有名上場企業から本大学への
アプローチが多くなりました。特にトヨタ系列の製造業等からのそれが顕著です。「福井大学の工学部には中京地区出身
の良い学生がたくさんいる」と、彼らを獲得しようと来ているのですが、友釣り効果で福井県内出身の学生まで採用しよ
うと貪欲に攻めてきています。
　県内の中小企業の場合、人事採用担当者の多くは他の業務を掛け持ちしながらされています。都市部でそれだけを専属
でやっている大手と競合していることも念頭に置いて、さまざまな手を打っていくことが必要です。

福井大学工学部　出身別就職先表（2015年３月卒業生データ）
　　　　　　　　出身地区

就職地区　　　　　　　

北海道
東北 関東

山梨
長野
新潟

富山 石川 福井

岐阜
静岡
愛知
三重

滋賀
京都

大阪
兵庫
奈良
和歌山

中国
四国

九州
沖縄

その他
外国等 計

就職
地区別
割合

北海道・東北 0 0.0％
関東 3 3 1 4 6 12 1 2 3 35 13.0％

山梨・長野・新潟 1 2 2 5 1.9％
富山 3 2 1 2 8 3.0％
石川 1 14 5 1 21 7.8％
福井 1 1 1 2 3 78 6 1 2 95 35.3％

岐阜・静岡・愛知・三重 1 2 53 2 1 1 1 61 22.7％
滋賀・京都 2 1 4 1 8 3.0％

大阪・兵庫・奈良・和歌山 1 5 10 3 6 2 1 28 10.4％
中国・四国 1 1 2 0.7％
九州・沖縄 0 0.0％

その他／外国等 1 5 6 2.2％
計 1 6 6 8 23 100 87 10 8 7 0 13 269 100.0％

出身地区別割合 0.4％ 2.2％ 2.2％ 3.0％ 8.6％ 37.2％ 32.3％ 3.7％ 3.0％ 2.6％ 0.0％ 4.8％ 100.0％
注：就職地区は本社等の所在地、出身地区は出身高校等の所在地

単位：人

「マイナビ大学生意識調査」各年より作成

（％）

大学生の就職意識の推移（全国＆北陸）
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採用活動最前線

伝
わ
っ
た
の
は
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
」
と
手
応
え
を
語
る
西
村
氏
。

　

他
に
は
な
い
独
自
の
採
用
活
動

の
根
底
に
あ
る
の
は
、「
ザ
カ
モ

ア
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
そ
の
家
族
が

笑
顔
に
な
れ
る
感
動
を
つ
く
り
ま

す
」
と
い
う
同
社
の
経
営
理
念
で

す
。
西
村
氏
は
こ
れ
ま
で
も
、
決

算
が
黒
字
の
場
合
、
勤
務
時
間
を

5
分
ず
つ
短
縮
す
る
福
利
厚
生
制

度
を
導
入
し
た
り
、
社
長
に
直
談

判
で
き
る
社
員
プ
レ
ゼ
ン
の
場
を

設
け
た
り
す
る
な
ど
、
独
自
の
制

度
を
採
用
。
時
代
の
流
れ
に
あ
っ

た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
し
て
い
ま
す
。

で
か
や
ぶ
き
屋
根
の
宿
泊
施
設
で

の
合
宿
、
最
終
選
考
で
社
長
と
の

食
事
会
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ

さ
せ
る
選
考
方
法
を
徹
底
し
ま
し

た
。ス

タ
ッ
フ
と
家
族
、
地
域
に

必
要
と
さ
れ
る
会
社
へ

　
「
全
体
的
に
、
人
に
フ
ォ
ー
カ
ス

で
き
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
。
何

を
仕
事
に
す
る
か
は
も
ち
ろ
ん
大

事
で
す
が
、
誰
と
仕
事
を
す
る
か

が
僕
は
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
弊
社
の
魅
力
で
あ
る
人
の

良
さ
が
、
学
生
た
ち
に
し
っ
か
り

い
う
人
物
像
が
ほ
し
い
か
」
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
。
靴
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
で
社
員
が
主
に
担
当
す
る

の
は
販
促
の
企
画
ア
イ
デ
ア
や
電

話
や
メ
ー
ル
で
の
お
客
様
と
の

や
り
と
り
で
、「
相
手
の
気
持
ち

を
汲
み
取
っ
て
対
応
す
る
力
」
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
西
村
氏

は
「
体
育
会
系
で
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

的
な
ス
キ
ル
よ
り
マ
イ
ン
ド
を
重

視
」
し
た
人
物
像
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、
大
連
氏
か
ら
提
案
さ
れ
た
の

が
〝
運
動
会
〟
と
い
う
コ
ン
テ
ン

ツ
で
し
た
。

　

一
貫
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
崩
さ
な

い
た
め
に
、
運
動
会
か
ら
始
ま
っ

た
採
用
活
動
は
、
1
次
選
考
で
学

生
同
士
の
相
互
面
接
、
2
次
選
考

ア
の
あ
る
活
動
を
純
粋
に
楽
し
め

る
会
社
で
あ
る
こ
と
を
、
学
生
た

ち
に
わ
か
っ
て
ほ
し
か
っ
た
ん
で

す
」
と
言
う
西
村
氏
。
4
月
中
旬

に
行
っ
た
1
次
選
考
会
に
は
、
7

名
の
学
生
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
そ
の

全
員
が
運
動
会
の
参
加
者
で
し

た
。
そ
の
後
、
2
次
選
考
、
最
終

選
考
を
経
て
、
現
在
3
人
の
内
定

者
が
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
の
も
と

緻
密
な
採
用
計
画
を
実
施

　
「
運
動
会
と
い
う
発
想
は
ユ
ニ

ー
ク
だ
け
ど
、
採
用
計
画
は
い
た

っ
て
緻
密
に
組
ん
で
い
ま
す
」
と

語
る
の
は
、
採
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
大
連
氏
で
す
。
昨
年
9
月
、

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
合
同
会
社

を
設
立
し
、
企
業
や
大
学
で
若
者

の
リ
ク
ル
ー
ト
を
幅
広
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
西
村
氏
と
は
4

年
前
か
ら
親
交
が
あ
り
、
今
回
の

採
用
活
動
を
任
さ
れ
ま
し
た
。「
リ

ク
ナ
ビ
や
マ
イ
ナ
ビ
に
は
参
加
せ

ず
、
ミ
ニ
マ
ム
な
採
用
活
動
を
行

う
こ
と
に
し
た
た
め
、
ど
の
よ
う

に
し
て
西
村
氏
の
想
い
を
形
に
す

る
か
に
注
力
し
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　

大
連
氏
は
、人
事
戦
略
的
に「
ど

う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
ど
う

経
営
理
念
を
形
に
す
べ
く

会
社
説
明
運
動
会
を
開
催

　
「
感
動
を
つ
く
る
」
を
経
営
理

念
に
掲
げ
る
、
ザ
カ
モ
ア
。
社
名

に
は
、「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
（
ザ
）」「
感
動

（
カ
）」×「
ユ
ー
モ
ア
（
モ
ア
）」と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
い
ま

す
。「
そ
の
理
念
を
形
に
し
た
の

が
、
今
回
の
会
社
説
明
運
動
会
で

す
」
と
西
村
氏
は
語
り
ま
す
。

　

会
社
説
明
運
動
会
は
、
3
月
21

日
に
坂
井
市
の
体
育
館
で
開
催
。

当
日
参
加
し
た
同
社
社
員
8
名
と

学
生
21
名
で
、
2
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
チ
ー

ム
全
員
参
加
に
よ
る
15
人
16
脚
競

走
や
大
縄
飛
び
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
必
要
と
さ
れ
、
交
流
を
促

す
よ
う
な
種
目
で
構
成
。
全
競
技

終
了
後
に
会
社
説
明
会
を
行
い
、

会
社
の
歩
み
や
募
集
要
項
の
説

明
、
ス
タ
ッ
フ
紹
介
、
グ
ル
ー
プ

ト
ー
ク
へ
と
軽
快
に
進
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
運
動
会
で
社
長
が
一
番
声
を

出
し
て
い
た
と
、
後
で
社
員
に
言

わ
れ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
と
話
も

し
た
け
ど
、
面
接
と
い
う
感
じ
で

は
な
く
、
す
っ
か
り
運
動
会
に
熱

中
し
て
い
ま
し
た（
笑
）。
会
社
説

明
会
の
前
に
、
こ
う
い
う
ユ
ー
モ

今年３月、新卒採用の会社説明会で運動会を開催し、話題となった株式会社ザカモア。
1930年に靴のオーダーメイドからスタートし、1989年に会社を設立。2008年からイ
ンターネット販売を始め、2012年に株式会社ザカモアに組織変更し現在に至ります。
28歳という若さで代表取締役を務める西村拓朗氏と、同じ歳で採用コンサルタントと
して運動会の企画に関わったLinkMaker合同会社代表の大連達揮氏に話を伺いました。

求める人材を明確にした、
ユーモアのある採用活動
株式会社ザカモア

社風をアピールした採用活動

西村 拓朗 氏大連 達揮 氏チームワークが試される大縄とびも種目の１つに。

　
「
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
か
ら
も
『
こ
の
会
社
で
働
け
て

幸
せ
ね
』
と
言
わ
れ
た
い
。
そ
し

て
、
地
域
で
も
『
ザ
カ
モ
ア
が
あ

っ
て
良
か
っ
た
』
と
思
わ
れ
た

い
。
福
井
で
し
か
で
き
な
い
働
き

方
を
提
案
し
て
、
首
都
圏
の
大
手

志
向
の
若
者
に
も
『
福
井
に
お
も

し
ろ
い
会
社
が
あ
る
』
と
話
題
に

な
る
よ
う
な
会
社
に
し
た
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
西
村
氏
。

遊
び
心
の
あ
る
若
者
が
福
井
で
就

職
し
、
家
族
も
一
緒
に
幸
せ
に
な

っ
て
い
く
。
そ
ん
な
幸
せ
の
循
環

は
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

運動会当日の様子。ニュース番組や新聞でも取り上げられるなど
ザカモアの存在を世間に広めることにもつながりました。

株式会社ザカモア
http://www.zacamore.co.jp/
所 在 地：坂井市丸岡町一本田中29−5−1
電話番号：0776−97−5297
代 表 者：西村 拓朗 氏
資 本 金：1,100万円
従業員数：18名（パート含む）
事業内容：靴インターネット販売

整然とストックの並ぶ倉庫内。独自の管理システムで業務時間を大幅削減
したことも同社の飛躍の一因です。

西村氏と大連氏の運動会のミーティング風景（再現）。二人のアイデアで
笑顔の絶えない打ち合わせだったとのこと。

4 vol.19 3vol.19



採用活動最前線

以
上
の
企
業
が
参
加
し
、
採
用
活

動
は
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。
同
社
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
受
け
入
れ
回
数
を
増
や
し
、
大

学
側
が
行
う
春
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
募
集
を
か
け
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。「
採
用
活
動
は
学
校
と

の
つ
な
が
り
を
特
に
大
事
に
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
生
に
も
社

会
勉
強
を
し
て
も
ら
え
た
ら
」
と

語
る
伊
東
氏
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
に
積
極
的
に
参
加
し
、「
こ

の
仕
事
を
や
り
た
い
人
」
を
確
実

に
獲
得
し
て
い
ま
す
。

入
社
後
も
、
社
員
は
資
格
取
得
や

講
習
会
受
講
な
ど
、
仕
事
と
勉
強

の
両
立
が
求
め
ら
れ
ま
す
。「
1

人
前
の
現
場
責
任
者
に
な
る
に
は

20
年
か
か
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
定

年
ま
で
勤
め
て
い
た
だ
き
た
い
ん

で
す
」。
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
誠
実
な
採
用
活
動
は
、
入
社
3

年
以
内
の
離
職
者
ゼ
ロ
と
い
う
結

果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
導
入
す
る
企
業
が
増
加
。
今
年

初
め
て
県
内
で
開
か
れ
た
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
説
明
会
に
は
50
社

長
期
的
な
視
点
に
基
づ
き

早
期
離
職
者
ゼ
ロ
を
実
現

　

同
社
の
仕
事
は
危
険
を
伴
う
反

面
、
北
陸
電
力
や
関
西
電
力
な
ど

の
元
請
け
が
多
く
、
景
気
に
左
右

さ
れ
な
い
安
定
性
が
あ
り
ま
す
。

給
与
も
高
水
準
で
、
地
元
で
働
け

る
の
も
魅
力
で
す
。「
最
近
の
若

者
は
安
定
志
向
な
の
で
、
う
ま
く

あ
て
は
ま
れ
ば
応
募
も
増
え
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
を
求

め
て
こ
ら
れ
て
も
ギ
ャ
ッ
プ
が
生

じ
て
し
ま
う
」
と
語
る
伊
東
氏
。

ン
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
肌
で
実

感
し
な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
屋
外
で
の
過
酷
な
作
業
に
ひ

い
て
し
ま
う
人
も
多
く
、
選
考
に

応
募
し
て
く
る
の
は
一
握
り
の
学

生
で
す
。
で
も
、
そ
の
人
は
や
る

気
が
あ
る
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
入
社

し
て
く
れ
ま
す
」
と
自
信
を
覗
か

せ
る
伊
東
氏
。「
頭
の
良
し
悪
し
は

関
係
な
く
、
運
動
能
力
も
普
通
で

い
い
。
人
と
協
力
で
き
、
こ
の
仕

事
を
理
解
し
た
上
で
、
誇
り
を
も

っ
て
本
気
で
や
り
た
い
と
思
う
気

持
ち
の
あ
る
人
が
1
人
き
て
く
れ

れ
ば
い
い
ん
で
す
」。
同
社
は
今

年
度
、
大
卒
1
名
、
高
卒
2
名
を

採
用
。
そ
の
内
2
名
は
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加
者
で
し
た
。

　

導
入
当
初
は
、
社
員
か
ら
「
現

場
に
素
人
を
連
れ
て
い
く
の
は
危

険
」
と
い
う
反
対
意
見
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
今
で
は
恒
例
の
取

り
組
み
と
し
て
浸
透
。「
社
員
は

学
生
が
来
る
の
が
当
た
り
前
に
な

っ
て
い
て
、
現
場
で
は
喜
ん
で
仕

事
の
説
明
を
し
て
く
れ
ま
す
」
と

微
笑
み
ま
す
。

こ
の
仕
事
に
誇
り
を
も
つ

や
る
気
の
あ
る
人
が
入
社

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
初
日

に
会
社
概
要
な
ど
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
や
倉
庫
内
の
見
学
、
品

質
管
理
Ｉ
Ｓ
О
の
研
修
を
、
2
日

目
か
ら
配
電
線
、
送
電
線
、
光
通

信
線
工
事
な
ど
の
現
場
視
察
を
行

い
ま
す
。
高
校
生
対
象
の
応
募
前

職
場
見
学
で
は
保
護
者
の
方
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
、
危
険
を
伴
う

仕
事
の
理
解
と
確
か
な
安
全
性
に

つ
い
て
説
明
す
る
場
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

20
人
以
上
の
作
業
員
が
協
力
し

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
す
る
電
線

の
張
替
作
業
や
巨
大
な
鉄
塔
の
基

礎
工
事
な
ど
、
学
生
た
ち
は
実
際

の
現
場
を
体
感
。
仕
事
に
は
電
気

だ
け
で
な
く
幅
広
い
知
識
や
技

術
、
資
格
が
必
要
な
こ
と
、
社
会

人
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し

仕
事
の
厳
し
さ
を
伝
え
る

　

建
設
業
界
の
求
人
は
「
き
つ

い
、
汚
い
、
危
険
」
な
仕
事
と
い

う
「
3
Ｋ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
い
ま

だ
に
あ
り
、
新
卒
者
の
確
保
が
難

し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
同
社

は
毎
年
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
新
卒
者

を
採
用
。
社
員
の
平
均
年
齢
は
35

歳
の
若
さ
で
、
偏
り
の
な
い
年
齢

構
成
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
安
定

し
た
採
用
の
秘
訣
は
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
制
度
の
早
期
導
入
に
あ

り
ま
し
た
。

　
「
弊
社
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
制
度
が
始
ま
っ
た
年
か
ら
、

学
生
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
語
る
伊
東
氏
。
例
年
、
高

校
生
は
7
月
に
応
募
前
職
場
見
学

と
ジ
ュ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
、
大
学
・
高
専
生
は
8
月
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
。

大
学
1
・
2
年
生
を
対
象
と
し
た

プ
レ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。「
仕
事
に
就
い

て
か
ら
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
学
生
に
は
で
き
る

だ
け
生
の
情
報
を
見
せ
、
と
き
に

は
ま
れ
に
し
か
な
い
よ
う
な
厳
し

い
工
事
を
あ
え
て
紹
介
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
」
と
表
情
を
引
き
締

め
る
伊
東
氏
。

配電線や送電線などの電気工事業及び電気通信工事業に携わる、旭電設株式会社。
2000年に高校生対象のジュニアインターンシップ、2002年に大学生対象のインター
ンシップの受け入れを始め、２年前から大学１・２年生向けのプレインターンシップに
も対応しています。本格的な就活前に職場体験を通して仕事の理解を促し、コンスタン
トな新卒者採用につなげている同社の取り組みを、総務部主任の伊東	透さんに伺いま
した。

インターンシップ導入で、
やる気のある学生を採用。
旭電設株式会社

インターンシップにより仕事への理解を

５Ｓの行き届いた倉庫内。美しさを保つため抜き打ちチェック
をするなど、社内体制も整っています。

現場実習以外に、工事仕様書や施工計画書の説明も。

安全帯使用方法の説明。学生も真剣な表情で臨みます。

インターンシップでの現場実習の様子。
身をもって体感することで理解も深まります。

旭電設株式会社
http://www.asahi-fukui.co.jp/
所 在 地：福井市御幸 4 丁目6−8
電話番号：0776−22−2622
代 表 者：竹内 大介 氏
資 本 金：2,480万円
従業員数：58名
事業内容：建設業（電気工事業・
　　　　　電気通信工事業）

伊東 透 氏
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採用活動最前線

応
募
し
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
。

入
社
後
に
〝
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な

か
っ
た
〟
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

可
能
な
限
り
伝
え
ま
す
。〝
こ
ん

な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
〟
と
思
い

な
が
ら
働
く
事
や
、
そ
の
結
果
退

職
に
繋
が
る
の
は
本
人
も
会
社
に

と
っ
て
も
不
幸
だ
と
考
え
る
か
ら

で
す
。」

　

会
社
内
容
に
つ
い
て
は
業
務
内

容
や
商
品
に
関
す
る
こ
と
の
他

に
、
新
入
社
員
へ
の
し
っ
か
り
と

し
た
研
修
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
人
材

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
よ
り
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
の
こ
と
。
入
社
後
も
放
っ
た
ら

か
し
に
さ
れ
な
い
、
し
っ
か
り
と

成
長
で
き
る
環
境
が
あ
る
こ
と

が
、
学
生
に
安
心
感
を
与
え
て
い

る
よ
う
で
す
。「
特
別
な
こ
と
は

や
っ
て
い
な
い
」
と
謙
遜
す
る
も

の
の
、
終
始
学
生
の
目
線
に
立
っ

た
採
用
活
動
を
す
る
小
林
氏
の
姿

を
通
じ
、
老
舗
企
業
の
実
直
な
姿

勢
が
学
生
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
毎
年
の
採
用
成
功
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

外
へ
の
研
修
旅
行
、
社
会
貢
献
活

動
な
ど
、
と
き
ど
き
学
生
の
笑
い

を
取
り
な
が
ら
話
し
ま
し
た
」
と

滝
波
氏
。
規
模
で
は
大
手
に
引
け

を
取
る
も
の
の
、
中
小
だ
か
ら
こ

そ
の
強
み
を
前
面
に
打
ち
出
し
た

そ
う
で
す
。

　

5
年
後
10
年
後
の
定
着
率
、
ボ

ー
ナ
ス
の
額
な
ど
学
生
か
ら
の
質

問
に
も
隠
す
こ
と
な
く
正
直
に
答

え
ら
れ
る
と
い
う
同
氏
。
企
業
の

ト
ッ
プ
が
直
接
、
学
生
へ
正
直
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
伝
え
た

こ
と
が
成
功
に
つ
な
が
り
、
今
年

度
も
5
名
の
新
卒
内
定
を
予
定
し

て
い
ま
す
。「
決
ま
っ
た
暁
に
は
採

用
者
の
親
御
さ
ん
に
も
会
社
を
案

内
し
ま
す
。
ご
家
族
に
も
安
心
し

て
も
ら
う
こ
と
も
長
く
働
く
こ
と

に
は
重
要
で
す
か
ら
」
と
最
後
に

付
け
加
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

心
掛
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

合
同
説
明
会
を
、
学
生
以
外
と

も
接
触
で
き
る
良
い
機
会
と
捉
え

て
い
る
小
林
氏
。
説
明
会
中
の
空

い
た
時
間
を
見
つ
け
て
、
他
社
の

採
用
担
当
者
に
「
今
年
の
状
況
は

ど
う
で
す
か
？
」
と
声
を
か
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
を
し
て
い

る
よ
う
で
す
。「
ど
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
ど
ん
な
学
生
が
集
ま
る
と

か
、
ど
ん
な
こ
と
を
学
生
に
話
し

て
い
る
か
な
ど
、
参
考
に
な
る
情

報
や
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
え
ま
す
。

自
分
一
人
で
考
え
て
も
限
界
が
あ

り
ま
す
の
で
、〝
採
用
仲
間
〟
を

作
っ
て
い
く
つ
も
り
で
声
掛
け
し

て
い
ま
す
」。

現
場
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま
伝
え
る

正
直
さ
が
学
生
の
安
心
に

　

説
明
会
で
の
学
生
か
ら
の
質
問

に
は
「
入
社
し
て
ど
ん
な
仕
事
を

す
る
の
か
？
」「
福
利
厚
生
は
？
」

「
残
業
は
ど
れ
く
ら
い
？
」
な
ど
、

具
体
的
な
内
容
の
も
の
が
多
い
と

い
い
ま
す
。そ
れ
に
対
し
同
氏
は
、

包
み
隠
さ
ず
現
実
を
し
っ
か
り
と

伝
え
ま
す
。「
お
客
様
相
手
の
仕

事
な
の
で
、
と
き
に
は
土
日
出
勤

に
な
っ
た
り
夜
が
遅
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
こ
の
仕

事
を
し
た
い
と
覚
悟
が
あ
る
人
に

っ
た
こ
と
」
と
同
氏
。
1
回
20
～

30
分
、
1
日
7
回
の
企
業
説
明
を

全
て
会
長
自
身
が
話
し
た
こ
と
に

対
し
、
事
後
の
学
生
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
も
〝
印
象
に
残
っ
て
い

る
〟、〝
会
長
の
人
柄
に
触
れ
ら
れ

安
心
し
た
〟
と
好
評
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

合
同
説
明
会
後
に
自
社
で
行
わ

れ
た
説
明
会
に
は
、
同
規
模
の
県

内
企
業
で
は
異
例
と
い
え
る
1 

2 

0
名
も
の
学
生
が
集
ま
り
、
そ
の

9
割
以
上
が
合
同
説
明
会
で
滝
波

会
長
の
話
を
聞
い
た
学
生
だ
っ
た

と
、
そ
の
効
果
が
如
実
に
結
果
に

表
れ
ま
し
た
。

大
手
に
は
な
い
魅
力
を
武
器
に

正
直
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

　

そ
れ
だ
け
の
学
生
の
心
を
引
き

付
け
た
コ
ツ
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

大
企
業
と
は
違
っ
た
同
社
な
ら
で

は
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
こ
と
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
人
や
社

員
に
優
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
を

何
よ
り
強
調
し
た
と
い
い
ま
す
。

「
経
営
の
安
定
性
を
伝
え
た
後
は
、

毎
年
社
員
の
誕
生
日
に
は
会
社
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
る
こ

と
、
毎
月
会
長
自
身
が
社
員
一
人

一
人
に
お
や
つ
の
差
し
入
れ
を
し

て
い
る
こ
と
、
福
利
厚
生
や
国
内

学
生
へ
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
情
報
を

合
同
説
明
会
で
就
活
ア
ド
バ
イ
ス

　

主
に
3
月
～
4
月
と
6
月
～
7

月
に
県
内
各
地
で
行
わ
れ
る
合
同

企
業
説
明
会
が
、
同
社
と
学
生
と

の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。
採
用
担
当
の

小
林
氏
は
特
に
3
月
～
4
月
の
説

明
会
の
中
で
は
、
自
社
に
関
し
て

の
情
報
よ
り
も
先
に
、
働
く
事
の

意
義
や
業
界
の
全
体
像
な
ど
、
学

生
に
と
っ
て
就
職
活
動
の
役
に
立

つ
よ
う
な
話
を
す
る
と
言
い
ま

す
。
一
見
回
り
道
と
も
取
れ
る
ア

プ
ロ
ー
チ
で
す
が
、
実
際
に
そ
れ

が
学
生
の
印
象
に
残
り
、
同
社
が

開
催
す
る
個
別
の
説
明
会
へ
の
参

加
に
も
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。「
学
生
さ
ん
の
多
く
が
大
手

や
有
名
企
業
ば
か
り
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
が
ち
で
す
。
当
社
を
含
め
、

福
井
に
は
そ
れ
以
外
に
も
た
く
さ

ん
の
企
業
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず
は

知
り
、
目
を
向
け
て
も
ら
う
機
会

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
10

社
の
中
か
ら
よ
り
、
1 

0 

0
社
か

ら
選
ん
だ
1
社
の
方
が
、
就
職
活

動
の
納
得
感
が
高
い
と
思
う
ん
で

す
。」
大
手
に
比
べ
て
ブ
ー
ス
へ

の
立
ち
寄
り
は
少
な
い
も
の
の
、

一
人
一
人
に
し
っ
か
り
と
向
き
合

い
、
時
間
を
か
け
て
話
す
こ
と
を

創
業
者
が
熱
く
会
社
を
Ｐ
Ｒ

合
同
説
明
会
で
心
を
つ
か
む

　

レ
ン
タ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ケ
ー
ス
販

売
で
日
本
一
と
な
る
な
ど
、
ア
イ

デ
ア
が
儲
け
を
生
む
経
営
が
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
同
社
。
し
か
し
「
学
生
か

ら
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
」
と
代

表
取
締
役
会
長
の
滝
波
氏
は
話
し

ま
す
。「
数
年
前
に
合
同
説
明
会

に
ブ
ー
ス
を
構
え
た
と
き
、
上
場

企
業
や
有
名
企
業
に
学
生
が
押
し

寄
せ
る
姿
を
横
目
に
見
な
が
ら
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
何
も
し

な
け
れ
ば
良
い
人
材
が
来
る
は
ず

が
な
い
、
ま
ず
は
ブ
ー
ス
に
来
て

も
ら
う
こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し

た
」。

　

そ
こ
で
今
年
度
は
、
3
月
に
新

聞
社
等
が
主
催
し
、
サ
ン
ド
ー
ム

福
井
や
県
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ

た
3
回
の
企
業
合
同
説
明
会
に
出

展
。
自
社
製
品
で
あ
る
、ポ
ッ
プ
、

の
ぼ
り
、
椅
子
カ
バ
ー
等
で
、
ブ

ー
ス
を
装
飾
し
他
社
を
圧
倒
し
た

ほ
か
、
若
手
社
員
数
名
を
会
場
に

配
置
し
、
学
生
た
ち
の
印
象
に
残

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
し
な
が

ら
ブ
ー
ス
へ
の
誘
導
を
し
た
そ
う

で
す
。「
学
生
に
響
い
た
の
が
、

創
業
者
で
あ
る
私
自
身
が
熱
く
語

明治45年１月に創業し、学校・病院・福祉施設などに使われる間仕切や引戸、工場用什器備品、
事業所用品等の製造販売を中心に全国事業展開する福井市左内町の山金工業株式会社。新しい
「人財」を毎年コンスタントに確保し続けています。100年以上続く老舗企業の採用活動には
どのような秘訣があるのか、採用担当者の小林寛明氏にその取り組みをインタビューしました。

DVDのレンタルケースのシステムを生み、全国 1位のシェアを占める他、各種印刷物や事
務用品、太陽光発電事業など多岐にわたる企画提案型の事業で売上を伸ばす株式会社ジャス
トコーポレーション。「企業は人」と、新しいものを生み出す優秀な人材を確保するため、
学生向けの合同説明会をはじめ採用活動にも力を入れています。その取り組みを伺いました。

学生目線に立った採用活動
実直な対応で企業の安心感を伝える

トップの想いを学生に届けたい
合同説明会で中小ならではの魅力を発信

山金工業株式会社 株式会社ジャストコーポレーション
100年企業の堅実な採用活動 合同説明会で学生を惹きつける

小林 寛明 氏 滝波 正志 氏

株式会社ジャストコーポレーション
http://www.just-j.com/
所 在 地：福井市殿下町46−3
電話番号：0776−52−7800
代 表 者：滝波 正志 氏
資 本 金：1,000万円
従業員数：130名
事業内容：名刺印刷、封筒印刷、ノベルティ、
　　　　　ラミネートフィルム、DVDケース販売 等

他社より目立つブースが学生の足を止めることも

会場で配ったチラシ。企業のメッセージが一目で分かるように。学校や病院など身近な建材で社会の役に立っていることも学生に伝えます。

山金工業株式会社
http://www.yamakin-kougyou.co.jp/
所 在 地：福井市左内町4−15
電話番号：0776−36−2288
代 表 者：山下 真寛 氏
資 本 金：9,800万円
従業員数：230名（パート含む）
事業内容：建材商品、収納商品の製造販売
　　　　　金融機関向け商品、特殊建材の取扱い
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長寿企業に学ぶ

ニ
ッ
ク
を
バ
カ
に
は
で
き
ま
せ

ん
よ
。
都
会
の
合
同
説
明
会
で

は
、
経
営
者
と
若
い
女
性
社
員

と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
ブ
ー
ス

に
座
っ
て
る
企
業
が
わ
り
と
多

い
。
同
世
代
の
人
が
い
る
だ
け

で
も
学
生
は
話
を
聞
き
や
す
い

で
し
ょ
？

―
最
後
に
県
内
企
業
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
連
　
経
営
層
と
就
活
生
で
は
そ

も
そ
も
生
き
て
き
た
時
代
が
違

う
。
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ

ッ
プ
は
仕
方
の
な
い
こ
と
。「
今

ど
き
の
若
い
も
ん
は
よ
く
分
か

ら
ん
！
」
と
言
う
前
に
彼
ら
を

理
解
し
、〝
ど
こ
が
違
う
の
か
〟

を
把
握
し
て
い
く
努
力
が
と
て

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

大
橋
　
何
よ
り
大
切
な
の
は
自
社

の
強
み
や
魅
力
が
ど
こ
な
の
か

を
よ
く
整
理
抽
出
す
る
こ
と
。

テ
ク
ニ
ッ
ク
ば
か
り
先
行
し
て

も
し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
や

は
り
、
企
業
の
あ
り
の
ま
ま
の

姿
を
、
学
生
に
と
っ
て
も
魅
力

あ
る
も
の
に
磨
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
あ
と
は
、
学
生
も
採

用
担
当
者
も
熱
意
が
大
事
で

す
。「
ご
縁
」
は
熱
意
あ
る
と

こ
ろ
に
降
臨
す
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

め
手
は
何
だ
っ
た
の
？
」
と
聞

い
た
ん
で
す
。
答
え
は
「
採
用

担
当
者
の
あ
の
人
と
一
緒
に
働

き
た
い
か
ら
」
で
し
た
。
同
じ

仕
事
が
で
き
る
か
は
分
か
ら
な

い
よ
と
伝
え
ま
し
た
が（
笑
）、

案
外
そ
こ
が
決
め
手
な
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
ね
。

大
連
　
そ
う
で
す
ね
。
結
局
最
後

は
人
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
学

生
は
基
本
〝
ミ
ー
ハ
ー
〟。
も

ち
ろ
ん
中
身
が
伴
っ
て
い
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
が
、
見
た
目
も

大
事
。
例
え
ば
職
場
が
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
で
キ
レ
イ
と
か
、
そ

れ
だ
け
で
も
強
み
に
な
り
ま

す
。

大
橋
　
学
生
の
心
を
つ
か
む
の
に

は
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
る
。
テ
ク

な
会
社
の
姿
を
学
生
は
知
り
た

が
っ
て
い
ま
す
。

―
採
用
活
動
で
の
コ
ツ
な
ど
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
連
　
人
事
担
当
者
な
ど
、
就
活

の
中
で
学
生
と
直
接
関
わ
る
企

業
側
の
人
材
の
質
は
と
て
も
大

事
で
す
。
僕
が
前
職
で
人
事
担

当
を
し
て
い
た
時
も
、
年
間
に

2
～
3
人
は
「
私
、
人
事
担
当

者
に
な
り
た
い
ん
で
す
」
と
言

っ
て
く
る
学
生
が
い
ま
し
た
。

苦
労
が
分
か
ら
ず
に
言
っ
て
る

の
で
し
ょ
う
が
見
え
て
る
部
分

で
し
か
判
断
で
き
ま
せ
ん
か
ら

ね
。

大
橋
　
数
社
か
ら
内
定
を
も
ら
っ

た
優
秀
な
学
生
に
「
最
後
の
決

魅
力
的
で
は
な
い
と
学
生
か
ら

聞
き
ま
す
。
そ
も
そ
も
そ
こ
を

推
し
て
も
面
白
く
な
い
。

大
橋
　
そ
れ
よ
り
も
、
ニ
ッ
チ
な

業
界
だ
け
ど
作
っ
た
も
の
が
社

会
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
役
に
立

っ
て
い
る
と
か
、
企
業
の
「
社

会
貢
献
」
の
部
分
を
学
生
は
見

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
「
人
間

関
係
」、「
楽
し
さ
」、「
や
り
が

い
」
が
就
職
先
を
選
ぶ
の
に
大

き
い
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
と
に
か
く

Ｅ
Ｓ
（
従
業
員
満
足
度
）
が
高

く
な
い
と
今
の
学
生
は
入
り
ま

せ
ん
。

大
連
　
Ｅ
Ｓ
に
つ
い
て
も
今
の
若

者
は
し
っ
か
り
調
べ
て
い
ま
す

よ
。
裏
を
返
せ
ば
そ
こ
ま
で
動

く
学
生
が
、
企
業
の
欲
し
い
本

当
に
優
秀
な
人
材
と
も
い
え
ま

す
よ
ね
。

大
橋
　
あ
る
1
人
が
入
社
し
て

「
た
と
え
厳
し
く
て
も
フ
ェ
ア

ー
で
楽
し
い
会
社
」
と
満
足
す

れ
ば
、
ち
ゃ
ん
と
次
の
年
の
後

輩
に
タ
テ
パ
ス
が
通
り
ま
す
。

企
業
の
実
情
を
見
る
〝
リ
ト
マ

ス
試
験
〟
と
し
て
Ｏ
Ｂ
訪
問
は

有
効
。
後
輩
が
来
ら
れ
る
よ
う

な
社
内
体
制
が
整
っ
て
い
る
企

業
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

し
て
若
手
社
員
が
話
す
リ
ア
ル

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
目
立
っ
て

い
か
な
い
と
、
大
企
業
に
埋
も

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

大
橋
　
情
報
発
信
は
十
分
や
り
よ

う
が
あ
る
っ
て
こ
と
で
す
。
そ

こ
に
は
発
想
、
工
夫
、
地
道
な

活
動
や
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
必

要
。
就
職
先
を
探
し
て
い
る
学

生
は
、
そ
の
辺
り
ま
で
し
っ
か

り
見
て
い
ま
す
よ
。

―
で
は
、
ど
ん
な
情
報
に
今
の
若

い
人
は
惹
き
つ
け
ら
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
？

大
連
　
例
え
ば
会
社
の
規
模
や
実

績
を
対
面
で
言
わ
れ
て
も
学
生

に
は
あ
ま
り
響
き
ま
せ
ん
。
ネ

ッ
ト
で
調
べ
れ
ば
分
か
る
よ
う

な
表
向
き
の
情
報
は
そ
ん
な
に

―
安
定
を
求
め
て
大
手
志
向
の
学

生
が
多
い
と
聞
き
ま
す
が
、
実
際

は
ど
う
で
す
か
？

大
橋
　
福
井
大
学
は
大
手
志
向
、

な
ん
て
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

最
近
で
は
そ
れ
ば
か
り
と
も
限

り
ま
せ
ん
よ
。
確
か
に
親
を
安

心
さ
せ
た
い
等
の
理
由
で
、
県

内
の
上
場
企
業
や
銀
行
を
目
指

す
学
生
は
多
い
で
す
。
し
か

し
、「
組
織
よ
り
も
ベ
ン
チ
ャ

ー
」
と
面
白
い
中
小
企
業
を
探

し
、
実
際
に
入
社
す
る
人
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

大
連
　「
大
手
は
つ
ま
ら
な
さ
そ

う
」「
自
分
の
実
力
を
試
し
た

い
」
っ
て
考
え
て
い
る
人
は
多

い
で
す
ね
。
Ｕ
タ
ー
ン
の
学
生

に
は
そ
ん
な
人
材
が
多
い
気
も

し
ま
す
。

大
橋
　
そ
ん
な
学
生
が
入
社
す
る

企
業
を
見
て
い
る
と
、
企
業
と

し
て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
立
っ

て
い
ま
す
ね
。
規
模
は
小
さ
く

て
も
企
業
の
個
性
を
し
っ
か
り

発
信
し
て
い
る
。

大
連
　
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
に
頼
る

時
代
は
終
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
ウ

ェ
ブ
広
告
で
、
情
報
発
信
は
個

人
で
も
で
き
る
時
代
。
少
な
い

予
算
で
も
発
信
で
き
ま
す
。
中

小
企
業
は
自
社
を
し
っ
か
り
ブ

Link	Marker合同会社　代表
大連	達揮	氏
元株式会社ALL	CONECTの人事担当
者としてキャリアを積み、2015年に
同社を設立。採用コンサルタントとし
て現在は県内各社と契約を結び、企業
の採用活動を支えている。

福井大学　学務部　就職支援室長
大橋	祐之	氏
国立大学就職率８年連続１位を誇る同
大学の就職支援室長。「北陸地域にお
ける中小企業の雇用に関する調査及び
研究」検討委員会の委員を務めるなど、
企業と学生の橋渡し役として活躍して
いる。

「いまどきの若者志向」
「募集をかけても応募がない」「会社のPRをするが反応がいまいち」。そんな悩みを抱える採用担当
者や経営者も多いのではないでしょうか。企業がいかに自社の魅力を発信しても、就職を希望する
若者に響かなければ意味がありません。そこで、現代の若者の就職事情をよく知る専門家として、
福井大学就職支援室長の大橋祐之氏と、人材採用コンサルタントのLinkMarker合同会社代表	大連
達揮氏のお二人に、今の若者の就職に関する志向を、県内企業へのメッセージと合わせて語ってい
ただきました。

対談企画

大連 達揮 氏
×

学生の心を
つかむには

テクニックがある

ＥＳが高くないと
今の学生は入りません

しっかり
ブランディングして
目立っていかないと

大橋 祐之 氏
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基
に
、
登
山
ア
イ
テ
ム
と
し
て
の

「
軸
」
は
し
っ
か
り
と
保
ち
ま
し

た
。

　

ま
た
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
「
普

段
履
き
で
き
る
商
品
に
」
と
い
う

意
見
も
生
か
し
、
紫
紺
・
愛
媚
茶

（
あ
い
こ
び
ち
ゃ
）・
桑
茶
と
、
日

本
の
伝
統
色
に
基
づ
く
カ
ラ
ー
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
ま
し
た
。
商

品
名
に
も
「
登
山
に
行
く
」「
登

山
後
も
楽
し
む
」
と
い
う
二
つ
の

意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
の「
意
外
な
声
」が

無
料
モ
ニ
タ
ー
で
明
ら
か
に

　
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
勝
山
」
の
同

商
品
は
現
在
、「
地
元
の
金
融
機

関
を
介
し
て
紹
介
さ
れ
た
」
と
い

う
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
専
門
店
『
サ

ン
デ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
』（
坂
井
市

春
江
町
）
で
販
売
中
。
4
月
の
販

売
開
始
に
先
が
け
同
店
の
メ
ル
マ

当
た
り
、
当
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
助
言
を
受
け
て

い
た
こ
と
も
開
発
を
後
押
し
た
と

い
い
ま
す
。

　

川
崎
氏
は
「
伸
縮
性
や
風
合
い

に
優
れ
た
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
素
材
が

当
社
の
得
意
分
野
。
支
援
セ
ン
タ

ー
さ
ん
と
素
材
の
利
点
を
生
か
せ

る
商
品
を
話
し
合
っ
た
結
果
、
ア

ウ
ト
ド
ア
用
パ
ン
ツ
が
候
補
に
挙

が
り
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

パ
ン
ツ
素
材
を
供
給
し
て
い
な
が

ら
「
パ
ン
ツ
の
ケ
イ
テ
ー
」
と
い

う
代
名
詞
を
得
る
に
は
至
っ
て
お

ら
ず
、「
自
ら
が
パ
ン
ツ
を
作
れ

ば
対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
ま
し
た
」
と
も
付
け

加
え
ま
す
。

　

川
崎
氏
を
は
じ
め
と
す
る
開
発

チ
ー
ム
は
、
登
山
を
お
し
ゃ
れ
に

楽
し
む
「
山
ガ
ー
ル
」
の
写
真
を

雑
誌
か
ら
拾
い
上
げ
た
り
、
実
際

の
登
山
に
挑
む
な
ど
の
市
場
調
査

最
終
製
品
の
取
り
組
み
通
じ

「
パ
ン
ツ
の
ケ
イ
テ
ー
」の

代
名
詞
を

　

話
は
一
昨
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
1 

0 

0
年
企
業
と
し
て
ス
ポ

ー
ツ
向
け
な
ど
高
機
能
繊
維
素
材

を
展
開
す
る
中
、
受
託
主
体
か
ら

一
歩
踏
み
出
す
べ
く
新
事
業
部
を

設
立
し
た
の
が
、
同
商
品
誕
生
の

始
ま
り
で
し
た
。
同
時
期
、
社
内

の
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
に

地
元
企
業
連
携
で

「
山
ガ
ー
ル
」
向
け
商
材
開
発

ケ
イ
テ
ー
・
テ
ク
シ
ー
ノ
株
式
会
社

Vol.19

完成への
道のり

商品はどのようなプロセスで完成
されていくのか。
企業によるアイデアの創出から新
商品誕生までの開発ストーリーを
紹介します。

　企業連携で地元に新風を――今回紹介するのは、合繊織編物製造のケイテー・テ
クシーノ株式会社（勝山市）の登山パンツ『TOZANGO』です。1000万人を超
えるとされる国内登山人口を背景に「かわいいを卒業した山ガールのための ちょ
っとかっこいい登山パンツ」として生まれた同商品。同市内の株式会社ラコームと
有限会社多田製

せいちゅう

紐がそれぞれ、縫製と携帯用ポーチの組みひも製造を手掛けた、「メ
イド・イン・勝山」のアイテムであることも特徴です。誕生までの道のりを、同社
TOZANGOグループ長・川崎樹一郎氏に伺いました。

は
」
と
話
す
一
方
で
、「
カ
ッ
コ

良
さ
」
の
さ
じ
加
減
に
つ
い
て
も

言
及
し
ま
す
。

　
「
機
能
性
を
追
求
す
る
と
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
性
が
な
く
な
り
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
性
を
追
求
す
る
と
機
能

性
が
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
機

能
性
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
ほ
ど

よ
く
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
女
性

心
を
く
す
ぐ
る
『
ち
ょ
っ
と
カ
ッ

コ
い
い
！
』
を
追
求
し
ま
し
た
」。

　

登
山
パ
ン
ツ
と
し
て
は
、
ア
ウ

ト
ド
ア
大
手
に
負
け
な
い
も
の

に
仕
上
が
っ
た
と
い
う
自
信
か

ら
、
価
格
を
大
手
ブ
ラ
ン
ド
並
の

1
万
5 

0 

0 

0
円
（
税
別
）
に
設

定
。〝
本
格
的
な
登
山
愛
好
家
〟

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言
を

川﨑 樹一郎 氏

ガ
な
ど
で
無
料
モ
ニ
タ
ー
40
人
を

募
っ
た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
十
数
分

で
受
付
終
了
と
い
う
人
気
ぶ
り
を

見
せ
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
で
は
ア

ン
ケ
ー
ト
を
3
回
行
い
、
生
地
や

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
に
反
映
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
外
だ
っ
た

の
は
購
入
理
由
の
優
先
順
位
。
風

合
い
・
機
能
・
デ
ザ
イ
ン
・
価
格

と
い
う
選
択
肢
の
う
ち
、
一
番
重

視
す
る
の
が
風
合
い
で
し
た
。
履

き
心
地
が
良
け
れ
ば
価
格
は
問
わ

な
い
と
い
う
回
答
が
大
半
で
、『
い

っ
ぺ
ん
履
い
て
み
ね
の
』
と
い
う

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
」
と
川
崎
氏
。

　

販
売
開
始
か
ら
す
で
に
当
初
予

定
数
の
約
2
倍
を
販
売
し
て
お

り
、
年
度
内
に
は
完
売
の
見
込
み

と
の
こ
と
。
川
崎
氏
は
、
使
用
し

た
同
社
製
高
機
能
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

生
地
『
カ
ン
テ
ィ
ア
ン
』
の
知
名

度
向
上
に
も
つ
な
げ
た
い
と
意
気

込
み
ま
す
。

　
「『
Ｔ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
っ
て

何
？
』
と
い
う
現
状
か
ら
、『
Ｔ

Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
っ
て
知
っ
て

る
？
』『
Ｔ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
っ
て

い
い
よ
ね
！
』『
や
っ
ぱ
Ｔ
Ｏ
Ｚ

Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
よ
ね
！
』
と
誰
も
が

認
知
す
る
レ
ベ
ル
に
達
す
る
に
は

30
年
は
か
か
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
ユ

ー
ザ
ー
と
交
流
す
る
一
方
で
、
ラ

ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
な
ど
足
で
稼
ぐ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
積
み
重

ね
、『
Ｔ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会
社

で
働
き
た
い
』
と
い
う
仲
間
を
増

や
し
て
い
け
れ
ば
」。
じ
っ
く
り

と
ブ
ラ
ン
ド
を
育
て
る
姿
勢
を
の

ぞ
か
せ
ま
し
た
。

を
開
始
。
調
査
を
進
め
る
う
ち
、

「
ど
う
し
て
登
山
パ
ン
ツ
は
カ
ッ
コ

悪
い
の
？
」
と
い
う
声
が
女
性
ス

タ
ッ
フ
か
ら
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
従
来
の
登
山
パ
ン
ツ
は
、
動
き

や
す
さ
重
視
で
ダ
ボ
っ
と
し
た
シ

ル
エ
ッ
ト
の
物
が
多
く
、
カ
ッ
コ

良
さ
は
二
の
次
と
い
う
傾
向
で
し

た
。
そ
こ
で
、
商
品
コ
ン
セ
プ
ト

を
『
細
身
で
カ
ッ
コ
良
く
見
え
る

登
山
パ
ン
ツ
』
と
掲
げ
た
の
で
す
」

機
能
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

さ
じ
加
減
が
重
要
と
強
調

　

開
発
チ
ー
ム
に
は
服
飾
専
門
学

校
を
卒
業
し
た
ス
タ
ッ
フ
も
お

り
、
デ
ザ
イ
ン
や
パ
タ
ー
ン
起
こ

し
な
ど
を
自
前
で
行
え
る
と
い
う

強
み
も
あ
り
ま
し
た
。
川
崎
氏

は
「
生
地
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
両

方
が
分
か
る
人
材
が
素
材
メ
ー
カ

ー
に
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
の
で

ケイテー・テクシーノ株式会社
http://www.kaytay.co.jp/
所 在 地：勝山市昭和町1−10−18
電話番号：0779−88−1152
代 表 者：滝川 克己 氏
資 本 金：1,000万円
従業員数：100名
事業内容：合繊織編物製造／スポーツ衣料、
　　　　　ユニフォーム、産業資材

ポケットに福井県を形取ったロゴマークが
これまでのアウトドアブランドには珍しいカラー展開。

「普段履きできるように」と女性スタッフの意見が取り入れられました。

同社の生地ブランド「KANTIAN」を世界ブランドにする想
いが、「TOZANGO」の完成へとつながっています。

３Ｄパターンとストレッチ素材で快適性と
美しいシルエットを両立させています。
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な
ど
の
表
現
で
10
年
後
を
描
く
と

と
も
に
、
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
た

め
の
大
ま
か
な
道
筋
＝
戦
略
も
示

さ
れ
た
の
で
す
。
夢
の
あ
る
は
っ

き
り
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
高
揚

感
の
中
で
次
の
1 

0 

0
年
に
向
け

た
船
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
0
年
委
員
会
」
の
議
事
に
は

当
支
援
セ
ン
タ
ー
の
中
小
企
業
診

断
士
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
加

わ
り
、
第
三
者
の
立
場
で
議
論
の

進
行
役
を
担
い
、
ま
た
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
組
織
人
事
面
の
専
門

家
の
立
場
で
具
体
的
な
助
言
を
行

う
こ
と
で
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
文
化
を

支
援
し
て
い
き
ま
し
た
。

す
べ
き
10
年
後
の
姿
を
ま
と
め
て

い
き
ま
し
た
。
3
つ
の
分
科
会
が

毎
週
の
よ
う
に
開
か
れ
、
全
体
会

で
ま
と
め
る
と
い
う
流
れ
で
ビ
ジ

ョ
ン
の
作
成
が
進
め
ら
れ
、
新
会

社
設
立
を
前
に
完
成
。
全
社
員
を

集
め
て
開
催
し
た
経
営
方
針
説
明

会
に
お
い
て
、
新
社
長
以
下
、
各

部
門
責
任
者
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

自
ら
の
軸
足
は
あ
く
ま
で
繊
維
の

技
術
に
あ
り
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
そ
れ
を
追
求
し
、
そ
れ
を

新
し
い
価
値
と
し
て
形
に
す
る
こ

と
で
、
世
界
中
の
お
客
様
に
満
足

を
与
え
る
こ
と
を
使
命
と
し
た
の

で
す
。

　
「
0
年
委
員
会
」
が
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
次
に
取
り
掛
か
っ
た
の
は

「
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
」。「
技
術
」

「
営
業
」「
人
材
（
組
織
）」「
数
値

目
標
」
な
ど
の
視
点
か
ら
、
目
指

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」「
変
え
る

べ
き
こ
と
、
変
え
て
は
な
ら
な
い

こ
と
」を
議
論
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
「
0
年
委
員
会
」
が
た
ど

り
着
い
た
当
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

何
を
変
え
て
、
ど
ん
な
姿
を
目
指

す
の
か
を
明
文
化
し
て
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
に

組
織
さ
れ
た
の
は
次
の
経
営
を
担

う
中
堅
を
中
心
と
す
る
「
0
年
委

員
会
」。
次
の
1 
0 

0
年
を
ゼ
ロ

か
ら
創
り
上
げ
て
い
く
意
味
を

込
め
ら
れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

「
0
年
委
員
会
」
で
は
企
業
診
断

の
結
果
を
参
照
し
た
り
、
ケ
イ
テ

ー
株
式
会
社
の
「
1 

0 

0
年
の
歴

史
」
を
振
り
返
っ
て
先
人
の
思
い

を
探
っ
た
り
し
な
が
ら
「
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
」「
や
ら
な
け

　

創
業
1 

0 

0
周
年
を
迎
え
た
ケ

イ
テ
ー
株
式
会
社
は
織
物
編
物
の

事
業
部
門
を
ケ
イ
テ
ー
・
テ
ク
シ

ー
ノ
株
式
会
社
と
し
て
分
社
し
、

生
ま
れ
変
わ
る
つ
も
り
で
次
の
1

 

0 

0
年
を
乗
り
切
る
決
意
を
示
し

ま
し
た
。
企
業
診
断
で
現
状
の
課

題
を
ま
と
め
た
上
で
当
社
が
行
っ

た
ア
ク
シ
ョ
ン
は
「
自
ら
の
存
在

価
値
・
使
命
＝
経
営
理
念
（
ミ
ッ

シ
ョ
ン
）」
の
確
認
と
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
の
「
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

の
明
確
化
」
で
す
。
自
分
た
ち
は

何
者
で
あ
り
、
何
を
引
き
継
ぎ
、

第
2
回
：
経
営
理
念
の
確
認⇒

ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化

「第３の目」の使い方
～コンサルティング活用のススメ～

経営の改善・見直しについて、必要性を感じながらも、その実行には二の足を踏む経営者が少なくな
いのではないでしょうか。このコーナーでは当支援センターによる実際の企業コンサルの事例を交え、
第三者による企業コンサルティングのエッセンスをお伝えします。

①繊維の可能性に挑戦

②新しい価値観をつくる

③世界の人々に満足を与える

〈ケイテー・テクシーノ株式会社
滝川克己社長が語る「第3の目」

活用ポイント〉

　「いざ『ビジョン』を創るという
場合、目標売上などは何とでも設定
できますが、売上を創っていくのは
社員であり、ビジョンには社員一人
一人の腹に落ちるような具体的なス
トーリーがなければ絵に描いた餅に
終わります。社員の動機づけや人材
教育、社風づくりまでをビジョンに
盛り込み、ストーリーを上手くまと
めていただいたことによって、社員
自身が生まれ変わるんだという姿勢
を見せてくれるようになりました。
我々だけではこのようにまとめられ
なかったと思います」

「ファイバー加工、ストレッチ加工などの
コア技術で世界トップの繊維ブランドに」

「品質も人材も世界ブランドに
～ KANTIAN（※1）を世界ブランドに～」

「10年後の売上高2 0 0％」

診断による課題の把握

ビジョンの明確化

経営理念の確認

経営戦略の策定
マーケティング・営業／組織・人事・教育／
生産・技術・開発／財務・経理

経営計画・事業計画の作成

アクションプラン作成・実行

経営見直しの流れ

　

新
会
社
の「
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
、
そ
こ
に
至
る
全
社
戦
略
が
は

っ
き
り
と
形
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

（
※
2
）
で
回
し
て
い
く
た
め
の

「
中
期
経
営
計
画
」
へ
の
落
と
し

込
み
を
行
う
、
部
門
ご
と
に
「
事

業
計
画
」
を
ま
と
め
る
、
と
い
う

よ
う
に
体
系
的
に
経
営
の
見
直
し

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
過
程
は
次
号
以

降
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（
※
1
）ケ
イ
テ
ー
・
テ
ク
シ
ー
ノ
㈱
が

打
ち
出
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス

タ
イ
ル
ブ
ラ
ン
ド
。
機
能
素
材

へ
の
こ
だ
わ
り
を
結
集
し
、「
布

と
人
」
の
幸
福
関
係
を
構
築
す

る
こ
と
を
ブ
ラ
ン
ド
の
使
命
と

し
て
い
る
。

（
※
2
）事
業
活
動
に
お
け
る
生
産
管
理

や
品
質
管
理
な
ど
の
管
理
業
務

を
円
滑
に
進
め
る
手
法
の
一

つ
。
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ（
計
画
）→
Ｄ
ｏ

（
実
行
）→
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ（
評
価
）

→
Ａ
ｃ
ｔ（
改
善
）の
4
段
階
を

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
業

務
を
継
続
的
に
改
善
す
る
。
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beforeafter

福井の基幹産業を支えている「ものづくり技術」。伝統工
芸の熟練の技、こだわりを追求した技など、さまざまなジ
ャンルから福井の「スゴ技」をご紹介する新コーナーです。
県内のものづくりの心意気を感じてください。

福井のスゴ技探訪探訪
その２

「オーダースーツ作り」テーラーヨシダ

敦賀市気比神宮近くにあるテーラーヨシダ。店舗併設の工房内では今日も一着一着丁寧にオーダースーツが仕立
てられています。国家公認一級洋服仕立技能士の資格を持つ吉田育氏と、ご子息の大輔氏の親子二人三脚で、顧
客の要望に完璧なハンドメイドで応えます。

「お客様の身体にピタリと合ったスーツは、お客様の身体を目と耳と手で感じてこそ仕立てられる」と、ネット
通販はしないと話す吉田氏。頑ななこだわりと共に流行を取り入れながら、顧客に沿ったスタイルを提案してい
ます。

「くせとり」
アイロンの熱と蒸気で生地を歪ませることで身体のライン
に沿った美しい曲線を作りだす工程。写真はパンツの後ろ
側の生地。元の直線的な状態（写真before）からヒップや
ふくらはぎのラインをイメージし、生地を絶妙な力で引っ
ぱりながらアイロンを当て形を変化させていきます。アイ
ロンの重さはなんと 5 ㎏超！「温度ダイヤルが付いていな
いため、アイロン面を手でタップして温度を確かめます」
と大輔氏。生地がみるみる形を変えていく様子は見物です。
ぜひ動画でチェックしてみてください。

スゴ技の様子を動画でも公開中！
F-ACTのHP（www.fisc.jp）から

または、こちらのQRコードからご覧ください

ス ゴ 技

は
、
ど
こ
で
使
う
か
、
何
に
使

う
か
を
先
に
考
え
、
実
用
化
し

た
企
業
で
す
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
企
業

連
携
が
鍵
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
デ
ー
タ
の
取
得
コ
ス
ト
が

例
え
ば
異
業
種
5
社
で
利
用
す

れ
ば
、
コ
ス
ト
は
1
／
5
に
な

り
、
実
用
化
が
見
え
て
く
る
か

ら
で
す
。
大
手
同
士
は
連
携
す

る
の
が
苦
手
で
す
が
、
中
小
企

業
は
柔
軟
に
コ
ラ
ボ
で
き
ま

す
。
ま
た
先
行
す
る
市
場
は
、

製
造
業
の
業
務
改
善
、
在
宅
介

護
や
個
人
の
健
康
管
理
、
農
水

産
物
の
高
品
質
化
、
そ
し
て
観

光
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ど
れ
も
が
地
方
で
解

決
を
求
め
て
き
た
喫
緊
の
課
題

で
す
。
こ
う
考
え
て
い
く
と
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
は
実
は
地
方
の
た
め
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
な
の
で

す
。
異
業
種
間
で
積
極
的
に
技

術
・
情
報
交
流
を
は
か
り
、
解

決
す
べ
き
地
域
の
課
題
を
Ｉ
ｏ

Ｔ
で
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
し
た
と

き
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
世
界
に
売

れ
る
の
で
す
。
福
井
を
繋
ぐ
こ

と
、
そ
れ
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス

の
必
勝
法
で
あ
る
と
僕
は
思
い

ま
す
。

こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
」
と
い

っ
た
警
告
が
ス
マ
ホ
に
飛
ん
で

来
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。「
電

球
が
何
で
…
」
と
驚
き
ま
せ
ん

か
？

　

こ
れ
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
す
。
大
手

シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
、「
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ホ
だ
け

で
な
く
日
用
品
・
家
電
・
自
動

車
・
建
物
・
食
物
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
、
組
み
込
み
セ

ン
サ
ー
や
無
線
ラ
ン
な
ど
に
よ

り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

し
、
識
別
し
た
り
、
位
置
を
特

定
し
た
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可

能
と
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
定
義

さ
れ
ま
す
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
を
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
す
る
た
め
に

　

通
信
や
ク
ラ
ウ
ド
技
術
と
い

っ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
は
確
か

に
超
大
手
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
と
き

ビ
ジ
ネ
ス
を
飛
躍
的
に
拡
大
さ

せ
た
企
業
は
、
大
手
技
術
会
社

で
は
な
く
、
通
販
や
ゲ
ー
ム
配

信
な
ど
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
呼

ば
れ
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
会
社

で
し
た
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
も
、

ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
す
る
の

Ｉ
ｏ
Ｔ
っ
て
技
術
じ
ゃ
な
く
て

近
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ん
で
す

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
で
無
線
ラ

ン
を
お
使
い
に
な
っ
て
い
る
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
無

線
ラ
ン
で
、
Ｐ
Ｃ
、
プ
リ
ン
タ

ー
、
ス
マ
ホ
な
ど
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
し
て
い
ま
す
。
文
書
な

ど
を
印
刷
し
よ
う
と
す
る
と
、

「
ト
ナ
ー
の
残
量
が
あ
と
わ
ず

か
で
す
！
」
な
ど
と
警
告
や
、

時
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
購

入
サ
イ
ト
ま
で
勝
手
に
表
示
し

て
き
ま
す
。（
笑
）

　

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
も
し
、

ト
イ
レ
の
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
を

押
し
た
途
端
、「
点
灯
時
間
が

4 

0 

0
時
間
を
超
え
ま
し
た
、

交
換
し
て
か
ら
ご
利
用
に
な
る

ＩｏＴで福井を繋ごう!!
最新技術動向の本質に迫る

苦手意識克服！ 
脱ITオンチ経営

分かっているつもりで分からないことの多いIT。経営に不可欠なIT
を毎回違った切り口で紹介・解説します。今回は何かと話題のワー
ド、Ｉ

アイオーティー

ｏＴ（Internet of Things）について当支援センターの創業
マネージャー岸徹氏にわかりやすく解説いただきました。

　《問い合わせ先》　創業・Ｅビジネス支援Ｇ　電話：0776−67−7411　メール：ebiz-g@fisc.jp

（公財）ふくい産業支援センターでは、福井県産業情報センタービル７階のコワーキングスペース
を拠点に、創業マネージャーによるITを活用した創業や、新規事業展開に関するご相談を受け付
けております。
資金調達、事業計画づくりといった具体的な創業に関するご相談から、用途開発のアイデア、新
規マーケット展望など将来の事業拡大に備える最新技術動向などの情報交換、実ビジネスに生か
すためのプレゼンテーションセミナーなど各種勉強会の開催のご相談も承ります。対応日時は月
15日程度、13時から21時まで対応していますので、ぜひ創業マネージャーをご活用ください。

創業マネージャー
岸　徹 氏

あなたの創業、新規事業展開をお手伝いします

www.shitateya.com

敦賀市神楽商店街より一
筋入った通りにある店舗
兼工房。

仮縫い調整：顧客が着た
状態で、ミリ単位での微
調整をしていきます。

詳細な採寸メモ。これを
もとに本縫いをし、完成
となります。

採寸・打合せ～裁断を経
た仮縫い段階のジャケッ
ト。

吉田育氏。この道55年。
華々しい受賞歴をもつス
ゴ腕の職人です。

テーラーヨシダ　　所在地：敦賀市元町18-12　　電話：0120−600−329／0770−22−1205
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そ
れ
ぞ
れ
に
響
く
言
葉
や
触
れ
ら

れ
た
く
な
い
部
分
が
あ
る
。
忙
し

さ
に
か
ま
け
て
そ
れ
が
見
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
ね
」。
人
が
一
番

の
資
本
と
実
感
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
力
を
入
れ
て
か
ら
は
事
務
所

の
雰
囲
気
も
良
く
な
り
、
何
よ
り

格
段
に
業
績
が
上
向
い
た
と
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

　

こ
の
失
敗
談
を
、
今
後
起
業
を

目
指
す
人
た
ち
へ
の
伝
え
た
い
と

話
す
同
氏
。「
ま
ず
は
〝
起
業
し

た
い
！
〟
と
い
う
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
行
動
に
移
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
共
感
し
自
分
に
付
い
て

来
て
く
れ
る
人
を
何
よ
り
大
事
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
人
た
ち

の
支
え
で
事
業
が
か
た
ち
に
な
っ

て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

周
囲
の
人
々
へ
の
感
謝
や
先
人

へ
の
尊
敬
が
言
葉
の
端
々
に
に
じ

み
出
て
い
た
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
。
同
社
の
飛
躍
の
理
由
の
一
つ

が
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
と
感
じ
ま

し
た
。

添
っ
て
き
た
こ
と
が
今
に
繋
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
」と
徳
山
氏
。

営
業
に
走
り
回
ら
ず
と
も
、
そ
の

真
摯
な
仕
事
ぶ
り
を
知
る
人
か
ら

の
紹
介
で
案
件
を
増
や
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
毎
月
一
度
、
経
営
者

層
に
向
け
開
催
す
る
自
主
セ
ミ
ナ

ー「
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
Ｓ
ｕ
ｐ
ｏ
ｒ

ｔ
」
で
、
同
業
他
社
の
担
当
者
を

講
師
に
招
く
な
ど
、
そ
の
ス
タ
ン

ス
は
非
常
に
オ
ー
プ
ン
。
そ
れ
ま

で
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
が
、
同

社
の
躍
進
を
手
助
け
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

社
員
へ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

起
業
家
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

業
績
の
面
で
は
こ
こ
ま
で
理
想

通
り
の
形
で
進
ん
で
い
る
も
の

の
、
全
て
が
順
風
満
帆
で
は
な
か

っ
た
と
話
す
徳
山
氏
。「
社
員
が

15
名
ほ
ど
に
な
っ
た
頃
で
し
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
が
次
々
と
辞
め
て

い
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
」
と
、
社
員
へ
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
疎
か
に
な
っ
て
い

た
こ
と
へ
の
後
悔
を
明
か

し
ま
す
。「
仕
事
を
部
下
に

任
せ
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
た

り
、
全
員
に
同
じ
言
葉
を
か

け
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
人

周
囲
と
の
縁
を
大
切
に

目
の
前
の
人
へ
全
力
で

　

県
内
外
で
紙
媒
体
広
告
に
携
わ

る
仕
事
を
し
な
が
ら
も
、「
業
界

の
慣
習
や
り
方
に
は
ず
っ
と
疑
問

を
持
っ
て
い
た
」
と
話
す
徳
山

氏
。「
も
っ
と
顧
客
の
利
益
に
直

結
す
る
仕
事
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
」
と
模
索
し
て
い
た
中
、
ふ

と
し
た
き
っ
か
け
で
、
県
内
で
ウ

ェ
ブ
関
連
の
事
業
を
行
っ
て
い
た

野
村
勇
樹
氏
と
出
会
い
ま
す
。
以

前
か
ら
ウ
ェ
ブ
広
告
の
効
果
に
は

確
か
な
有
用
性
を
感
じ
て
い
た
徳

山
氏
は
、
野
村
氏
を
副
社
長
と
し

て
創
業
を
決
意
。『
広
告
の
力
で

心
を
動
か
す
』
を
会
社
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事

の
縁
を
つ
て
に
、
企
業
と
し
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
増
員
に
合
わ
せ
5

月
に
事
務
所
を
移
転
し
、
大
型
案

件
も
舞
い
込
む
な
ど
規
模
を
順
調

に
拡
大
さ
せ
つ
つ
あ
る
今
で
も
、

1
年
目
や
2
年
目
当
時
の
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
社

員
に
も
徹
底
さ
せ
て
い
る
同
氏
。

「
儲
か
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な

い
中
で
自
分
た
ち
を
信
じ
、
お
仕

事
を
く
だ
さ
っ
た
人
た
ち
に
は
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
目
の
前
の

お
客
様
に
1 

2 

0
％
の
力
で
寄
り

インターネット広告を中心としたウェブマーケティング会社として2015年に創業したBigmac
株式会社。結果に繋がる手厚いコンサルティングが評判を呼び、大型案件の依頼も増えているよ
うです。この５月には手狭になった事務所を移転するなど、３年目にして勢いを見せる同社。代
表取締役社長の徳山亨氏に、事業への思いやこれから事業を興したい人へのメッセージをお聞き
しました。

飛躍する経営者たち
福井県ゆかりのアグレッシブな経営者を取材。企業を成長へと導く秘訣
に迫ります。

第19回

徳山 亨 氏 ⃝Bigmac株式会社　代表取締役社長

ウェブマーケティング会社を創業
熱意と縁を大切にした事業拡大

Bigmac株式会社
HP：http://big-mac.jp/
所 在 地：福井市木田 3 丁目3112-2
電話番号：0776−43−0294

資 本 金：1,000万円
従業員数：20名
事業内容：インターネット広告運用代行、
　　　　　コンサルティング、プロモーション 等
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information

　
昭
和
23
年
の
創
業
か
ら
、
細
幅

織
物
を
専
門
に
製
造
し
て
き
た
井

上
リ
ボ
ン
工
業
株
式
会
社
。
イ
ン

ナ
ー
ウ
ェ
ア
、
ア
パ
レ
ル
、
産
業

資
材
用
な
ど
な
ど
、
ひ
と
言
で
リ

ボ
ン
と
い
っ
て
も
、
同
社
の
生
み

出
す
製
品
の
種
類
は
膨
大
で
す
。

ま
た
、
長
年
培
っ
た
技
術
力
で
、

肌
へ
の
通
気
性
や
快
適
性
を
重
視

し
た
実
用
的
な
も
の
か
ら
、
巻
き

リ
ボ
ン
の
断
面
の
美
し
さ
を
活
か

し
た
ボ
ウ
ル
、
前
号
で
ご
紹
介
し

た
光
る
ラ
イ
ン
テ
ー
プ
と
い
っ
た

挑
戦
的
な
企
画
ま
で
、
リ
ボ
ン
の

も
つ
可
能
性
を
追
求
し
、
貪
欲
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
同
社
の
社
是
に
も
登
場

す
る
〝
独
自
〟
と
い
う
言
葉
。
独

自
商
品
を
「
英
知
の
結
晶
」
と
す

る
あ
た
り
か
ら
も
、
同
社
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
ン
グ
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

ー
を
尊
重
す
る
社
風
が
見
て
と
れ

ま
す
。
次
は
ど
ん
な
リ
ボ
ン
で
世

の
中
を
驚
か
せ
て
く
れ
る
の
か
。

今
後
の
同
社
の
展
開
か
ら
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。

「
個
性
・
革
新
・
創
意
」

取
材
先
で
編
集
者
の
目
に
留
ま
っ
た
「
社
是
」「
社
訓
」「
経
営
理
念
」
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
そ
こ

か
ら
は
企
業
の
考
え
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
会
社
の
〝
色
〟
や
〝
空
気
感
〟
ま
で
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

今
月
の
社
是

No.08

チャレンジ発注推進事業募集のご案内
　県では、新しい事業分野を開拓しようとするベンチャー企業や経営革新を目指す中小企業者等が開発した新商
品や役務を認定するとともに、県が政策的随意契約により率先して調達することにより、企業の信用力を高め、
販路開拓を支援しています。

以下のホームページから認定申請書、実施計画書の様式等のダウンロードができます。
http://www.pref.fukui.jp/doc/sansei/

応募者からプレゼンテーションをしていただく審査会を開催する予定です。
（審査会の日程、場所等は、応募者の方に別途お知らせします）

認定期間：認定の日から３年

県・市町の調達実績
（平成17年度からの累計）

136件、123,827千円
（政策的随意契約以外の実績も含む）

1募集対象者
　県内に主たる事務所を有する中小企業者、県内で新たに法人を設立しようとする者、企業組合・協業組合・
事業協同組合・商工組合・ＮＰＯ等の個人または法人で、新商品の生産や新役務の提供により新たな事業分野
の開拓を実施しようとする者を対象とします。

2募集期間
平成28年７月22日（金）まで（郵送の場合、当日消印有効）

3認定によるメリット
・当制度の認定事業者は、商工中金の「福井チャレンジ発注推進事業活性化ローン」の利用が可能になります。
・県では、県庁内や市町等に向けて様々な手段（ホームページ掲載、紹介冊子の発行、全国ネットワークの
活用等）により、認定事業者の商品・役務等をＰＲします。

4認定手続きのフロー

※認定した商品・役務の県による調達を確約するものではありませんので、ご注意ください。

■お問い合わせ先・申請先■

福井県産業労働部産業政策課	小規模企業応援室
〒910－8580　福井市大手３丁目17番１号

TEL. 0776－20－0367　FAX. 0776－20－0645　E-mail　sansei@pref.fukui.lg.jp

認定申請書の提出（県産業政策課へ）

県産業政策課および審査委員会での審査

知事の認定

県の機関への商品・役務情報の提供

県の機関の購入

契約結果の公告

県の機関による事業者に対する商品・役務の評価

➡

➡

➡

➡

➡

➡ 株式会社北山建設
空き家調査管理システム「ふるさぽマップ」

成果
事例
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新聞記事から集めた
県内企業の
新商品・新規事業

■収集期間：平成28年４月１日～28年５月31日
■収集対象：福井新聞、日刊県民福井、日本経済新聞、朝日新聞、毎日新聞、読売新聞

当支援センターが収集している新聞記事の中から、県内企業の新商品・新規事業に関する記事をピックアップしました。

「○○が面白かった、ためになっ
た」、「△△をもう少し□□にした
らどうか」、「●●のテーマについ
て紹介して欲しい」、「▲▲会社が
やっている■■について取り上げ
て欲しい」など、本誌を読んだ感
想や、要望など、皆様のご意見を
お待ちしております。

皆様の声を
お聞かせ下さ

い！

編集後記

公益財団法人	ふくい産業支援センター　http://www.fisc.jp/
総務部　TEL：0776－67－7414／FAX：0776－67－7419／E-mail：kouhou-g@fisc.jp
〒910－0296  福井県坂井市丸岡町熊堂第3号7番地1－16（福井県産業情報センタービル内）

本誌に関するお問い合せは

本誌「F−ACT（ファクト）」を活用して会社をPRしよう！

企業情報メール便
販路開拓のチャンス！
本誌にチラシを同封できます

本誌では、企業情報メール便（チラシ同封
サービス）を毎号実施いたします。配送先
は、県内事業所約2,200社です。この機会に、
貴社の商品・サービスを幅広く紹介しませ
んか？

●次回実施号
VOL.20　８月25日発行予定
チラシ提出締切日： 8月19日（金）
チラシ2,200部をご提出
（持参または配送）ください。

●料金
同封するチラシ・パンフレットのサイズ 料金（税込）
Ａ4判以下のチラシ 8,400円

Ａ4判超～Ａ3判以下のチラシ
（二つ折にしてＡ4判以下のサイズにすること）

12,600円

Ａ4判以下のパンフレット（10ページ程度まで） 16,800円
※チラシ・パンフレット 1 種類当たり 1 回分の同封料金です。

ご利用を検討の方は、事前に、電話または電子メールにてご連絡ください。
1号につき約10社まで受け付けます。
なお、申込状況および掲載内容によりお断りする場合があります。

お問い合わせ先 （公財）ふくい産業支援センター　総務部　F−ACT編集室
TEL：0776－67－7414　e-mail：kouhou-g@fisc.jp

　企業の採用活動をテーマに 4 社に
お話を伺った今回の特集。伺う先々
で「企業は人」という言葉を耳にし
ました。それだけ各社が「人」を重
視していることを知ったと同時に、
その採用や育成への苦労や悩みも伝
わってきました。採用活動はそれぞ
れの企業が独自に進められているこ
とが多いと思われます。 4 社の事例
や専門家の対談を通して、他社の取
り組みを少しでも参考にしていただ
ければ幸いです。
　さて、前号のイントロで寄稿いた
だいた老舗ジャーナリストの前川洋
一郎先生が先日、ご旅行を兼ねた取
材で鯖江に見えられました。縁あっ
て編集者が市内をご案内させていた
だき、眼鏡ミュージアムや市内の企
業を 2 社とお話いただきました。眼
鏡産地としての成りたちや各企業の
未来への展開を真剣に聞かれ、感銘
を受けたと仰ってくださいました。
現在、北陸地域への取材を進めてい
るという前川氏。どのような考察を
されるのか、私も楽しみにしており
ます。
　次号、次々号は女性に編集担当を
スイッチしてお送りします。初の女
性編集者の視点が活かされた企画が
練られているところです。お楽しみ
にお待ちください。

【食料品・飲料】
福井国体に向け、クエン酸が豊富な梅果汁を配合したスポーツ向け飲料「わかさの梅ＰＯＷＥＲ」を発売。水に溶かして飲むパウダータイ
プで、梅の酸味とさわやかな甘みが特徴。疲労回復によいとされるクエン酸を手軽に摂取できる。 エコファームみかた（若狭町）

農園産の卵を使った焼きドーナツとラングドシャ（クッキー）を発売。昨年秋、農産品ビジネスを推し進めている県二州農林部と連携し、
賞味期限が１～２カ月と日持ちが良い新商品開発に着手。メレンゲに工夫し、膨張剤を使わず卵本来の味が引き立つのが特徴 ささえたまご農園（敦賀市）

サクラの花から採取した酵母で仕込み、ロックで飲む日本酒「ＳＡＫＵＲＡ　ＲＯＣＫ」を発売した。華やかな香りと爽やかな飲み口が特
徴で、氷を入れたグラスに常温で注いで味わう。日本酒の消費が落ちる夏場の新商品として、全国的にも珍しいロック専用酒を開発。 田嶋酒造（福井市）

魚醤をブレンドした無添加・減塩しょうゆをパウダー状にした調味料「黄金ソルト」を商品化。同社は県立大と共同開発したサバ魚醤と天
然醸造しょうゆをブレンドした減塩しょうゆ「旨醤」をベースに、スプレードライ方式と呼ばれる製法で乾燥させて粉末状に。 室次（福井市）

【繊維／衣服】
縫製をラコーム（勝山市）と、携帯用ポーチの組みひもを多田製紐（勝山市）と連携し、ファッション性と機能性を追求した女性用の登山
ズボン「ＴＯＺＡＮＧＯ（トザンゴ）」を開発。「かわいいを卒業した山ガールのための、ちょっとかっこいい登山パンツ」がコンセプト。 ケイテー・テクシーノ（勝山市）

【眼鏡】
トラックドライバーなど仕事で長時間かけ続ける人をターゲットとした、樹脂とガラスを組み合わせたごく薄いサングラスレンズを開発。
樹脂とガラスを組み合わせることで、ガラス部分に衝撃や加重が加わっても割れにくくしたのが特徴。 サンカラー（鯖江市）

【伝統工芸】
ＪＲ福井駅西口再開発ビル「ハピリン」や和雑貨販売「ｋｉｒａｒｉ」に出品する、観光客向けの土産物の新商品４種を、組合員の３窯元
と連携して開発。「ペンスタンド」と「マウスパッド」など土の風合いや温かみが肌で感じられる商品。 越前焼工業協同組合（越前町）

越前打刃物の技術を生かしたシフォンケーキ専用ナイフを共同開発。シフォンケーキは手作りする人も多く、オーブンで焼いた後に円形の
アルミの型から切り出す際や、型抜き後にカットするときに使う。切れ味としなやかさを両立させたのが特徴。

クラシモンズ（越前市）
タケフナイフビレッジ協同組合（越前市）

【その他の製造業】
県内外の工務店や消費者の建材選びを支援するウェブサイト「建材ダイジェスト」を開設した。優れた省エネ性能など特徴ある商品に絞り
込み、施工例や性能などを無料で紹介、同社が得意とする内装ガラスの販路拡大につなげる。 大壁商事（福井市）

【商業／サービス／飲食】
専門サイト「板曲げ．ｃｏｍ」を立ち上げて、板金加工に関するさまざまな要望をインターネットで手軽に受け付けるサービスを始めた。
１個の加工から注文に応じ、材質の種類、板の厚み、寸法、色・仕上げなどを打ち込むとことで料金の見積もりもウェブ上でできる。 井上商事（福井市)

県内で水揚げされた魚介類の通信販売を開始。商品の紹介動画をＪＲ福井駅西口再開発ビル「ハピリン」内に開く新店で撮影し、ホームペ
ージを通して配信する。福井の魚介類を全国に発信することで、総菜店の集客増や事業拡大の足掛かりにしたい考え。 大津屋（福井市）

保育園や幼稚園向けに「オリジナル絵本」の出版事業を始めた。絵本作家が歴史や教育理念を園児にも分かる物語に仕立てる。周年事業で
特別な記念品を製作したいと考える園を中心に売り込む。 ジャクエツ（敦賀市）

鹿児島県の焼酎蔵の工場長を迎え、えちぜん鉄道勝山永平寺線に乗って芋焼酎を味わう「いもいも電車」を運行。 ヤスブン（福井市）

児童養護施設の子供たちにランドセルを贈ろうと、自社ホームページで閲覧者の共感や賛同を募り、１クリックごとに店が10円を積み立
てる取り組み「チャリティークリック」を開始。 山耕（越前市）

駐車場事業などを展開するタイムズ24（東京都）は、井伊興業が運営するサカエパーキング（福井市）等で県内初となるカーシェアリン
グサービス「タイムズカープラス」を開始。会員が車を共有し、必要なときにのみ使用するシステムで、短時間利用ができる。 井伊興業（福井市）

恐竜にちなんだ料理を提供する「ベジ・ジュラチック　マルシェ」を「ベジ・ヤード」と隣接する水元工務店のショールームで開催。地元
の安全安心な食材を使った総菜を、テーブルに広げて手づかみで食べるランチや、恐竜にちなんどスムージーやロールケーキなどを提供。

ＧＡＩＡ（福井市）
水元工務店（福井市）

同施設のオープン20周年を記念して、地元洋菓子店「パティスリー　スリール」と共同で「うららのみくにロールケーキ」を開発。県産米
粉と地元の平飼い鶏の卵で生地を作るなど素材にもこだわった一品。幅広い世代に食べてもらおうと表面にきな粉を振って和風に仕上げた。 休暇村越前三国（坂井市）

【情報産業】
働く人の心の健康を守るため、昨年12月から事業者に実施が義務付けられた「ストレスチェック」をウェブ上で運営するサービスを開始。
ペーパーレスで実施でき、判定を担当する医師の負担が軽減され、個人情報漏えいの危険性も低くなる。 シー・シー・ユー（坂井市）

勝山市内の男性が開発した野生動物用の捕獲補助装置の発売を開始。同社の子ども向けプログラミング専用コンピュータ「ＩｃｈｉｇｏＪ
ａｍ（イチゴジャム）」を活用し、既設のおりに取り付けて赤外線センサーで感知して扉を閉める仕組み。 ナチュラルスタイル（福井市）

【日　時】平成28年７月31日（日）14：00～16：30
【会　場】敦賀駅交流施設	オルパーク	２階
　　　　　（敦賀市鉄輪町1−1−19）
【定　員】20名
【対象者】創業に興味のある女性、何か新しいことに
　　　　　チャレンジしたい女性
【参加料】無料
【主　催】公益財団法人ふくい産業支援センター

男女 2 人のメンターが、ゲストを迎え、楽しくカジュアルな雰囲気で会を進行
します。「創業」をテーマに語るトークセッション。ワーク＆交流タイムなど
内容盛りだくさんな 2 時間30分です。

【問い合わせ先】
公益財団法人ふくい産業支援センター　創業・Ｅビジネス支援グループ　担当：岡田
※Webサイト（http://www.s-project.biz/）
　TEL：0776−67−7416／FAX：0776−67−7439／E-mail：ebiz-g@fisc.jp

先輩起業家ゲスト

MADAM	SACHIKO	ANGKOR
COOKIES　代表取締役
小島	幸子	氏

群馬県生まれ。大学卒業後、日本語教師を経て1999年にカンボ
ジアへ。旅行会社に勤務し、アンコールワットを訪れる観光客の
観光ガイドを務め、2000年より日本語学校でカンボジア人の学
生に日本語を教えはじめる。
2002年、カンボジア人の手による本物のカンボジア土産を作る
ことを目指し、創業準備のため日本に一旦帰国。2003年にカン
ボジアに再び戻り、クッキー試作の日々を重ね、2004年にアン
コールクッキーをオープンした。現在、『アンコールクッキーシ
ョップ』『カフェ・プカプカ』をカンボジア国内で展開。同社開
発の商品が、モンドセレクション2010の金賞・銀賞を受賞した。
2008年、日経ウーマンオブザイヤー2008を受賞。2014年、東
京ニュービジネス協議会グローバル大賞と国際アントレプレナー
大賞を受賞。そのグローバルな活躍はマスメディアにも数多く取
り上げられている。
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経費削減のために有料広告を掲載しています。


